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生
涯
学
習
時
代
の
懐
徳
堂

若

懐
徳
堂
記
念
会
評
議
員

昨
年
、
臨
時
教
育
審
議
会
の
教
育
改
革
に
関
す
る
第
三
次
答
申
に
お
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
学
校
教
育
中
心
の
考
え
方
か
ら
脱
却
し
て
、
生
涯
教
育
体
系
へ
の
移
行

が
勧
告
さ
れ
て
以
来
、
生
涯
学
習
と
い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

生
涯
学
習
と
は
、
人
々
が
自
己
の
充
実

・
啓
発
や
生
活
の
向
上
の
た
め
に
、
自
発
的
に
自
ら
選
ん
だ
手
段

・
方
法
で

生
涯
を
通
じ
て
行
な
う
学
習
で
あ
り
、
そ
の
学
習
の
機
会
な
い
し
は
場
と
し
て
は
家
庭
教
育

・
学
校
教
育

・
社
会
教
育

の
三
者
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
で
、
生
涯
の
各
時
期
に
お
い
て
、
自
主
的
な
学
習
機
会
を
提
供
す
る
社
会
教
育
に
、
い
ま

改
め
て
深
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
現
在
、
大
阪
で
の
成
人
一
般
の
学
習
者
の
数
は
ど
の
位
で
あ
ろ
う
か
。
昭
和
五
十
八
年
に
大
阪
府
社
会
教

育
委
員
会
議
が
「
大
阪
府
に
お
け
る
生
涯
教
育
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
」
と
い
う
答
申
を
ま
と
め
て
い
る
の
で
、
そ
れ

に
よ
っ
て
概
略
の
人
数
を
あ
た
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

こ
の
答
申
に
よ
る
と
、
大
阪
府
が
学
習
機
会
を
提
供
し
て
い
る
事
業
の
批
は
、
参
加
人
数
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
時
問
数
を

乗
じ
た
「
人

・
時
間
」
単
位
で
表
し
て
百
八
十
五
万
四
千
「
人

・
時
間
」
で
あ
る
。

大
阪
市
も
政
令
指
定
都
市
と
し
て
、
独
自
に
生
涯
教
育
関
連
事
業
を
行
な
っ
て
お
り
、
そ
の
事
業
拭
は
百
四
十
六
万

槻

哲

雄
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「
健
康
・
ス
ボ
ー
ツ
」
関
係
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
が
、

「
教
養
・
文
化
」
関
係
だ
け
を
取
り
上
げ
る
と
、
大
阪
府
・
市
で
の
事
業
量
の
合
計
は
五
十
八
万
「
人
・
時
間
」
で
あ

り
、
仮
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
平
均
し
て
一
回
二
時
間
を
六
回
行
な
う
講
座
と
す
れ
ば
、
受
講
者
総
数
は
約
四
万
八
千

人
と
な
る
。

懐
徳
堂
諧
座
と
の
関
連
を
考
え
て
、

以
上
の
広
域
的
事
業
以
外
に
、
府
下
に
は
大
阪
市
の
他
に
三
十
一
市
十
一
町
一
村
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
生
涯
学
習

う
。
各
市
町
村
が
開
催
す
る
「
教
養
・
文
化
」
関
係
の
講
座
数
を
年
平
均
三
十
程
度
と
す
る
と
、
大
阪
市
内
の
分
を
加

え
て
総
数
は
約
千
三
百
講
座
と
な
り
、
一
講
座
四
十
人
と
し
て
受
諧
者
の
総
数
は
五
万
二
千
人
と
な
る
。
な
お
府
内
に

は
公
民
館
二
百
六
十
一
、
図
書
館
百
八
、
博
物
館
二
十
一
等
が
あ
り
、
学
習
者
の
た
め
に
役
立
っ
て
い
る
。

大
阪
で
の
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
規
模
は
昭
和
五
十
七
年
度
諧
座
数
千
七
百
―
―
-
+
、
学
級
数
三
千
五
百
四
十
四
で

あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
で
「
教
養
・
文
化
」
関
係
の
講
座
は
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
み
ら
れ
る
の
で
、

十
人
と
し
て
そ
の
受
講
者
数
は
四
万
二
千
人
と
な
る
。

以
上
の
合
計
だ
け
で
十
四
万
二
千
人
に
上
り
、
さ
ら
に
大
学
の
開
放
講
座
や
、

等
も
あ
っ
て
、
多
様
な
人
々
の
要
望
に
答
え
て
い
る
。

事
業
を
行
な
い

ま
た
大
阪
市
内
で
は
、

一
学
級
平
均
三

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
に
よ
る
放
送
講
座

区
ご
と
に
区
民
セ
ン
タ
ー
や
区
民
ホ
ー
ル
が
あ
っ
て
同
様
の
事
業
を
行
な

以
下
で
は

府
、
括
弧
の
な
か
が
大
阪
市
の
も
の
で
あ
る
。

業
・
技
術
学
習
」
十
九
・

ト
、
「
家
庭
生
活
学
習
」
0
•
五
(
+
七

割
合
を
示
す
数
字
の
前
が
大
阪

ポ
ー
ツ
」
四
十
六
（
四
十
七
・
七
）
パ
ー
セ
ン
ト
、

九
千
「
人
・
時
間
」

「
教
養
・
文
化
」
十
九
・
八
(
+
四
・
四
）
バ
ー
セ
ン
ト
、

（
三
・
一
）
。
ハ
ー
セ
ン
ト
、
「
市
民
・
社
会
学
習
」
十
四
．
―
―
-
（
十
七
・
六
）
パ
ー
セ
ン

パ
ー
セ
ン
ト
、
と
な
っ
て
い
る
。

「職

で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
内
容
別
に
す
る
と
、

（
指
尊
者
養
成
・
研
修
等
を
含
ん
で
）
、

「
健
康
・
ス
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上
げ
た
講
話
が
行
な
わ
れ
る
の
も
魅
力
で
あ
ろ
う
。

社
会
が
豊
か
に
な
り
、
国
際
化
、
情
報
化
、
高
齢
化
と
い
っ
た
情
勢
の
変
化
の
中
で
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
し
、

教
養
を
深
め
て
い
こ
う
と
い
う
人
は
こ
の
よ
う
に
多
く
な
り
、
し
か
も
そ
の
意
欲
、
関
心
は
今
後
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
く
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
影
響
は
懐
徳
堂
へ
の
関
心
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

生
涯
学
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
実
に
多
種
多
様
で
あ
り
、
開
設
す
る
団
体
や
機
関
も
広
い
範
囲
に
ち
ら
ば
っ
て
い
る
の

で
、
そ
の
情
報
を
個
人
が
得
や
す
く
す
る
た
め
に
、
昭
和
五
十
六
年
に
府
立
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
が
中
之
島
に
設
立
さ

れ
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
運
営
の
面
で
も
好
評
で
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
以
来
、
こ
こ
で
懐
徳

堂
記
念
講
座
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
市
民
に
身
近
か
に
な
っ
て
非
常
に
よ
か
っ
た
と
思
う
。
以
前
は
阪
大

医
学
部
の
南
側
に
あ
っ
た
阪
大
本
部
の
小
講
堂
で
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
頃
に
比
べ
る
と
受
諧
者
が
非
常
に
増
加

し
て
活
気
を
呈
し
て
い
る
と
聞
く
の
は
、
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
る
。

江
戸
中
期
か
ら
二
百
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
大
阪
の
人
々
に
支
え
ら
れ
、
続
い
て
き
た
懐
徳
堂
の
講
座
が
、
懐
徳
堂

記
念
会
、
大
阪
大
学
文
学
部
、
府
立
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
の
三
者
共
催
で
行
な
わ
れ
る
と
い
う
の
も
、
過
去
の
歴
史
に

も
沿
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

記
念
講
座
は
、

生
涯
学
習
の
時
代
に
あ
っ
て
、
多
彩
な
学
習
講
座
の
中
で
も
、
古
典
に
基
礎
を
置
き
二
百
年
の
伝
統
を
持
つ
懐
徳
堂

い
ぶ
し
銀
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
ま
た
と
き
に
は
古
典
の
み
な
ら
ず
、
新
し
い
学
問
の
進
歩
を
取
り

昭
和
五
十
八
年
か
ら
、
懐
徳
堂
・
友
の
会
が
発
足
し
た
の
も
時
宜
に
あ
っ
て
お
り
、
懐
徳
堂
に
関
す
る
行
事
も
広
が

り
、
先
人
の
事
蹟
を
顕
彰
し
、
そ
の
進
取
の
精
神
を
普
及
す
る
の
に
も
、
大
い
に
貢
献
す
る
も
の
と
信
じ
る
。
関
係
者

の
ご
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
一
層
の
発
展
を
期
待
し
た
い
。
（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
・
大
阪
府
教
育
委
員
長
）
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